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年 頭 挨 拶
全国老人クラブ連合会 会長　村木 厚子

　新年あけましておめでとうございます。

　全国の会員の皆様には、健やかに新年をお迎えになられたこと

とお慶び申し上げます。

　また、昨年元旦の「能登半島地震」により、石川県の能登半島北部を中心に富

山県、福井県、新潟県において甚大な被害が発生し、多くの方々が被災されると

ともに、今なお厳しい避難生活を続けている方もいらっしゃいます。

　被災された皆様には、新しい年が穏やかな日常を取り戻し、復興への歩みが確

かなものとなる年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

　さて、昨年政府は、国が推進する高齢社会対策において、中長期にわたる基本

的かつ総合的な指針となる「高齢者対策大綱」を 6 年ぶりに見直しました。

　わが国は今、超少子高齢・人口減少社会への対応が喫緊の課題となっています

が、このたび見直された大綱では、高齢化に伴う社会的課題に対応し、全ての世

代が満ち足りた人生を送ることのできる社会を目指しています。

　大綱における基本的な考え方は、「年齢に関わりなく希望に応じて活躍し続け

られる経済社会の構築」、「一人暮らしの高齢者の増加等の環境変化に適切に対応

し、多世代が共に安心して暮らせる社会の構築」、「加齢に伴う身体機能・認知機

能の変化に対応したきめ細かな施策展開・社会システムの構築」の 3 点を挙げ、

取り組みを推進することとしています。

　今後、こうした考え方に基づき高齢社会対策が展開されていくこととなります

が、昨年施行された「孤独・孤立対策推進法」や「認知症基本法」の取り組みと

ともに、それぞれの地域において多様な主体が連携・協働しつつ「地域共生社会」

の実現に向けて取り組むことが求められます。

　私たち老人クラブは、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」のメイ

ンテーマのもと、若い世代や地域の関係団体と連携・協働しながら、健康づくり

や地域づくりの輪を広げ、引き続きその役割を積極的に担ってまいりたいと考え

ております。

　会員の皆様が、健康に留意され、ますますご活躍なされる一年となりますこと

を祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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年頭御挨拶
厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課　吉田  慎

　全国の老人クラブ会員の皆様、新年明けましておめでとうござ

います。

　本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。

　日頃より、厚生労働行政への深いご理解と多大なご協力をいただいておりま 

すことに厚く御礼申し上げます。

　また、昨年は明るい長寿社会の実現と保健福祉の向上に向け、生きがいや健康 

づくり、地域の支え合い活動にご尽力いただいたことに深く敬意を表します。

　我が国では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、「地 

域包括ケアシステム」の深化・推進に向けて、高齢者の社会参加や介護予防、認 

知症施策の推進等に取り組んでいます。昨年 12 月 3 日には、認知症基本法に基 

づいて「認知症施策推進基本計画」が閣議決定されました。

　こうした幅広い取組を推進していく中、高齢者をはじめとした地域住民が相 

互に人格と個性を尊重し合いながら、参加し、共生する地域社会の実現を目指し 

ていくことはますます重要となっております。

　この実現のためには、地域の担い手として、魅力ある活動を展開されている老 

人クラブの皆様のご協力が欠かせません。

　本年におかれましても、地域共生社会の基盤として、生きがいづくりや健康づ 

くり、地域づくり、社会参加を目的とした、体操やスポーツ活動、見守り・安否 

確認やボランティア活動など、幅広い活動が展開されることを期待しておりま 

す。

　より多くの方々に老人クラブ活動へご参加いただくことは、高齢者が支え手 

として地域に参加しつつ、健康を維持し、地域全体での支え合いの輪を広げる事 

に寄与し、ひいては、全ての人が安心して暮らせる社会の構築につながると考え 

ています。

　おわりに、皆様の知識や経験を生かしながら老人クラブの活動がより一層発 

展されること、ならびに会員の皆様のさらなるご健勝とご多幸を祈念いたしま 

して、私からの新年の挨拶とさせていただきます。
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　令和6年10月19日 （土） ～22日 （火） の4日間、

「第 36 回全国健康福祉祭とっとり大会」（咲かせ

よう 砂丘に長寿と笑みの花）が開催されました。

　老人クラブが主管する「地域文化伝承館」は、

米子コンベンションセンター（多目的ホール）に

おいて 19 日 （土） ～ 21 日 （月） の 3 日間開催し

ました。県内外から多数の来場者で賑わい、県内

の老人クラブによる展示、実演、体験交流やステ

ージ発表を楽しみました。

　来場者からは「地域の伝統芸能を一度に見るこ

とができ、非常に感動しました」「各団体や出演

者の努力と情熱が伝わり、地域の文化を次世代に

伝えていこうという強い意志が感じられました」

「伝承館を通じて地域の絆や共感が深まっている

のを感じました」「体験コーナーが沢山あり親子

で楽しく過ごせました」などのコメントを多くい

ただきました。

■�世代を超えたふれあいが生まれた、 展示、 �
実演、 体験交流 �
【19市町村と県老連による出展ブース】

　出展ブースは、県内の 19 市町村全ての老人ク

ラブ連合会が出展しました。日頃のクラブ活動の

写真や作品展示、伝統工芸品や伝統芸能発表・実

演など幅広い内容で、どのブースも来場者が絶え

ない盛況ぶりでした。また、実演、体験ブースでは、

折り紙やスケッチなど材料が足りなくなる程大人

気でした。

報告

ねんりんピック
はばたけ鳥取2024

第33回 地域文化伝承館  開催

手作り布絵本の読み聞かせ（岩美町老連）

ミニ傘づくり体験（鳥取市老連）

織り体験（境港市ことぶき連）
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報告　ねんりんピックはばたけ鳥取2024

■�高齢者のパワーと情熱あふれたステージ
【37団体の出演】

　出演ステージは、17 市町村から 34 団体とその

他 3 団体が披露しました。地域で伝承されている

踊りや歌をはじめ伝統芸能である「獅子舞」「神楽」

「人形浄瑠璃」 「太鼓」 なども披露されました。その

他、健康づくり・認知症予防として行っている体

操も紹介され会場の皆様と一緒に体を動かしたり

して、ステージと会場がひとつになる場面もあり

ました。

来館者への記念品「杉の木のコースター」
　智頭町の杉を使用して作成したコースターを来館
者への記念品として配布しました。コースターには、
鳥取県内の各市町村の特産品などをイラストにして

います。県老連女性委員
が、デザイン案を色々考
えて作成したものです。
裏には、会員がおもてな
しメッセージを心を込
めて記入しました。

おもてなしコーナー
　おもてなしコーナーで
は、県老連女性委員を中
心に、来場者へお茶とお饅頭をふるまいました。
　お茶は、日野町産の「はぶ茶」お饅頭は鳥取の銘

菓「因幡の白うさぎ」です。
おもてなしの心を意識し、お
茶を入れ、お出しするときに
もお声かけするなど丁寧に接
客しました。

淀江さんこ節 （米子市） 米岡神社麒麟獅子舞 （八頭町） 関金田植え唄踊り （倉吉市）

米子がいな万灯 （米子市） 米子がいな太鼓 （米子市） 山田盆踊り （八頭町）

ローカヒ・カ・マカナ （湯梨浜町） 倉吉市老連踊り教室 南部町老連女子踊りの会

■次回は、 岐阜県で開催
　21 日の閉館式では、伝承館旗を、岡森裕会長 （鳥取県老連会長） から、次期開催地の岐阜県老連　西田

勝嘉会長へ引き継ぎました。

 ・ �第 37 回全国健康福祉祭ぎふ大会 （ねんりんピック岐阜 2025） 10 月 18 日～ 21 日
 ・ �地域文化伝承館は、10 月 18 日 （土） ～ 21 日 （火）　※初日は午後のみ、最終日は午前のみ
　会場：岐阜メモリアルセンター 「剣道場」 （岐阜市）
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　全老連は、令和 6 年 4 月 3 日に発生した台湾の

東部沖地震で甚大な被害を受けた被災地における

高齢者等への支援活動を行うことを、理事会、評

議員会にて承認いただき、 「国際友愛支援特定基

金」を通じて支援活動を実施しました。

（1 ） �支援対象　台湾東部沖地震災害で甚大な被害

を受けた花蓮県地域内の高齢者施設、コミュ

ニティの被災高齢者世帯

（2） �支援金額　1,000 万円　 

※ 9 月 30 日に寄託先に送金

（3） �寄託先　国際社会福利協会中華民国総会（国

際社会福祉協議会 ICSW 加盟団体）

■被災地での支援状況と視察報告
　全国社会福祉協議会が参画する日本・韓国・台

湾民間社会福祉代表者会議が 12 月 5 日、台湾で

開催されました。その際に、今回の地震の被災地

である花蓮県の被災した高齢者施設や地域の高齢

者世帯などの状況と全老連からの支援の実施等を

把握するために関係者が花蓮を訪問しました。

　台北から花蓮までは急行列車で片道 3 時間。訪

問には、ICSW 北東アジア会長 （台湾前会長） 陳

芬苓氏、事務局の方々に同行いただきました。最

初の訪問先の私立博愛居安處の高齢者施設では、

相互の代表挨拶、当施設の被災、修復の状況や、

中山間地の高齢者世帯の厳しい状況と支援活動等

について、関係者から説明いただいたのち、全老

連からの支援金目録を贈呈、花蓮の支援団体から

の全老連への感謝状を受けとりました。短時間な

がら今回の訪問を暖かく迎えていただき、現地関

係者と交流できたことは有意義なひと時でした。

次の訪問先は、地震から 8 か月が経過するなかで、

特に公的な支援を受けて

いない高齢者世帯の壊れ

た家屋の修理を支援して

いる様子と、地震後の相次ぐ台風被害も受けた高

齢者世帯の支援状況を視察しました。

　台湾では、政府の支援は市街地や道路の修復が

優先され、中山間地の高齢者世帯は対象になって

いないとのことで、NPO 等が直接に建設会社と

交渉し、被災高齢者世帯が生活を維持できる程度

の家屋の補修に支援金を活用しているとの説明を

受けました。今後も地震被害に加えて、台風被害

の大きい高齢者世帯に対して、引き続き支援をし

ていくとの報告をいただきました。

（1） 訪問日　12 月 6 日

（2） 訪問先　�○�被災者を支援する NPO 施設「花

蓮県老人ポエイ長期ケアセンター

（デイサービス）」

　　　　　　○�被災した地域コミュニティーの高

齢者世帯 （2カ所）

（3） �訪問者　古都賢一全老連副会長、本山秀治兵

庫県老連専務理事 （政策委員会）、岡本まゆみ

　　�笹尾勝全社協常務理事、鈴木史郎全社協総務

部長 （国際福祉支援協力センター長）

❖�国際友愛拠金　平成 4 年、 全老連創立 30 周年記念事業として 「あたたかな友愛のこころを世界へ」 をスローガンに全国
の老人クラブに呼びかけて海外支援を目的とした 2億円の基金を設立し、 海外の災害支援等に取り組んでいます。

台湾東部沖地震災害
に対する被災地支援（国際友愛拠金 報告）

ICSW 台湾の前会長、関係者の皆さんと。

地震で天井が抜け落ちた家屋
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いきいき活動を支えます！
「老人クラブ傷害保険」は、クラブ活動中のケガへの補償制度を望む

会員の声を受けて生まれた、全国老人クラブ連合会の会員専用団体保

険です。

少しずつ制度が見直され、今では日常生活のケガも補償するタイプ、

熱中症補償や個人賠償責任補償の特約が付いたタイプもあります。

ぜひこの機会にさまざまなリスクの備えとして「老人クラブ傷害保

険」 の加入をご検討ください。詳しい補償内容は資料をご請求ください。

こんな事故が発生しています
◆クラブの活動でグラウンドゴルフプレイ中に、排水口につまづき転倒し頭部と顔面を強打

◆クラブで会食中、喉に食べ物を詰まらせ心肺停止

◆買い物中に転倒し骨折

◆交差点付近で車にはねられた

◆ベッドから転落

4 月始期の加入申込の受付期間は、1 月 15 日から 3 月 15 日です
更新クラブには 1 月上旬にクラブの保険担当者様宛に加入申込書類をお届けします。

加入申込書をお持ちでないクラブは資料請求をお願いします。

加入申込書は必ず 「2024年10月・2025年4月始期用」 と書かれたものをお使いください。

資料請求・お問い合わせ
クラブの保険担当者 （決まっていない場合は会長様） から、全国老人クラブ連合会保険係までご連絡
ください。会員 （個人） による資料請求や加入申込はご遠慮ください。

全国老人クラブ連合会　保険係
〒 100–0013　東京都千代田区霞が関 3–3–2　新霞が関ビル 5 階
電話：03–3597–8770（平日 9： 30 ～ 12 ： 00、 13 ： 00 ～ 17 ： 00）
FAX：03–3597–8767（24 時間受付）
ホームページ  ：�全国老人クラブ連合会ホームページ 「活動保険」 よりアクセス 

（右記 QR コードからもアクセス可能）
メールアドレス：hoken@senior-ltd.com

●�保険の対象は、全国老人クラブ連合会および都道府県・指定都市老連、市区町村老連に加入している
単位老人クラブです。正式な単位老人クラブ名以外 （サークルや地区老連等） では加入できません。

老人クラブ会員なら何歳でも加入できます

老人クラブ傷害保険
傷害保険 4月始期の加入申し込み受付が始まります！

受付期間は、 1月15日から3月15日です　※ 4 月始期の次は 10 月始期です

（�全国老人クラブ連合会 
ホームページ 「活動保険」）



8

2025. 1季刊『全老連』

●令和 7年1月10日発行（4・7・10・1月発行）第 525号　●発行人／正立 斉　●発行所／公益財団法人  全国老人クラブ連合会
●住所／〒100‒8917　東京都千代田区霞が関 3‒3‒2　新霞が関ビル 5 階　●電話 03‒3581‒5658（代）　FAX 03‒3597‒9447
●ホームページアドレス  http://www.zenrouren.com/　● E-mail  zenrou@zenrouren.com　●編集協力　株式会社  凱風企画


